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太田石山古墳出土の鉄斧について

三好　裕太郎

１．はじめに

　太田石山古墳は、茨木市花園町二丁目に所在す

る径 28m の円墳である（図１）（註１）。墳丘が大

きく削平されおり、調査範囲も限られたことから、

前方後円墳であった可能性も残る。昭和 42 年の

開発工事に掛かる緊急調査によって葺石と周濠が

検出され、鉄刀８本以上、鉄剣２本、鉄斧１点、

鉄鏃１点、鉄鋋１点が出土している。昭和 62 年

に再度調査が行われ、円筒埴輪、形象埴輪などが

出土している。

　太田石山古墳の南方には古墳時代中期に三島地

域最大規模を誇る太田茶臼山古墳が築かれる。東

側には二子山古墳、土保山古墳、番山古墳など古

墳時代中期中葉～後半の古墳が築造され、太田石

山古墳も含め土室古墳群と称される。

２．資料紹介

　今回報告するのは、昭和 42 年調査と昭和 62 年

調査で出土した鉄斧２点である。（図２）

　１は昭和 42 年調査で出土した有袋鉄斧で長さ

１2.0 ㎝を測る。表面に剥離がみられ、一部は石

こうで補填されている。基部は袋状を呈し、長さ

5.3 ㎝、幅 6.2 ㎝、厚さ 3.4 ㎝である。袋部の内

径は長径 5.0 ㎝、短径 2.3 ㎝で、合せ目は端部が

わずかに開くものの、隙間なく閉じている。袋部

端から差込部端までの深さは 5.1 ㎝で、合せ目の

位置と合致する。刃部は有肩で最大幅 9.1 ㎝、端

部が一部欠ける。有機質は錆が著しいため確認で

きず、副葬時に柄が装着されていたかは定かでは

ない。

　２は昭和 62 年調査で出土した有袋鉄斧である。

現状は表面の剥離が著しい。剥離片の様子から厚

さが全体的に 1～ 2㎜程度薄くなっているとみら

れ、おおよその形は保っていると判断できる。基

部は袋状で、残存長 10.5cm、残存幅 4.4cm、残存

厚 3.1cm である。袋部内径は長径約 3.8cm、短径

約 2.5cm に復元できる。刃部はなで肩で、残存幅

5.8cm である。

３．資料の位置づけ

　鉄斧の分類は、野島永と魚津知克の分類に基づ

く（野島 2009・2013、魚津 2020）。両鉄斧の型式は、

１が野島分類でⅡ式有肩鉄斧、魚津分類でⅣ A群

４系２型 H式にあたる。２が野島分類でⅣ式有肩

鉄斧、魚津分類でⅡ群２系にあたるものと考えら

れる。魚津の様式設定によれば、１の時期は一定

絞り込むことができ、ⅵ～ⅶ期に該当する。２に

ついては状態がよくないため時期の絞り込みが難
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図１　太田石山古墳とその周辺
図１　石山古墳周辺　遺跡地図
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しい。

　魚津の設定するⅵ～ⅶ期は古墳時代中期前葉と

することができよう。太田石山古墳から出土して

いる円筒埴輪が、検討会編年Ⅲ期に位置付けられ

ている（高槻市立今城塚古代歴史館 2020、小浜

2003）。今回報告した鉄斧の時期を踏まえれば、

検討会編年Ⅲ期のなかでもⅢ期２段階に接点を持

つといえよう。

　ほかの出土品の情報は限られるが、現状では太

田石山古墳は、太田茶臼山古墳に先行する築造時

期と想定しても大過なかろう。鉄斧の時期的な位

置づけを踏まえても、太田石山古墳が土室古墳群

の形成初期に築造された古墳であるといえる。

註

１）�太田茶臼山古墳周辺の古墳の分布は、公表されて

いる資料間で齟齬があることが判明している。本

稿の図１は大阪府電子地図（埋蔵文化財）をもと

に作成している。
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